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要 求 事 項 福祉保健局回答 病院経営本部回答
１ この制度を全職員に周知徹底すること。特

に制度の対象者、現在産休、育休中の職員に
は丁寧な説明を行うこと。

その上で、対象者全員に申請の有無等の意
向調査を実施すること。

２ 申請があった場合は、あらゆる手だてを講
じて取得できるようにすることが承認者の責
任であることを周知徹底し、安易に申請を受
け付けない・承認しない等の事態が生じない
よう局・本部として指導すること。

４ 勤務携帯について
本人申請を尊重し承認すること。
希望する勤務形態では業務運営上困難が

生じると考えられる場合でも、取得できる
ようあらゆる手だてを講じ承認すること。

必要に応じて、取得可能な勤務形態を設
定するなど、支部・分会を協議すること

各所属を通じて制度周知を図っており、産休
・育休中の職員への制度周知についても徹底を
図っているところである。

※ ４月30日各部通知、５月13日産休・育休
中の職員への制度周知を再度徹底

「任命権者は請求をした職員の業務を処理する
ための措置を講ずることが困難である場合を除
き、承認しなければならない」という、「地方
公務員の育児休業等に関する法律」の趣旨を含
めて制度周知を行っている。

今後、職場管理者に再度制度の趣旨を周知徹
底する。

育児短時間勤務取得者の勤務形態について
は、当該職場で設定されている勤務時間帯の中
で、「地方公務員の育児休業等に関する法律」
および「職員の育児休業等に関する条例」に定
める勤務形態から本人の申請に基づき承認する
ものである。

病院経営本部としては、職員向けの「お知ら
せ」を作成し、５月に配布している。（産休、
育休中の職員へも配布するように各病院に指示
している）

既に看護部科長会等で、制度の概要や趣旨に
ついて説明している。

、 は、制度の主旨どおり承認する。 交
替制職場であれば、勤務形態は、ある程度柔軟
に対応できるようになっている。。
（現在設定されている勤務時間帯の中での勤務
となるので、新たな勤務時間の設定はあり得な
い。）

申請手続きについては、各所属において、職
員に十分周知・説明した上で、適切に行われる
べきものと考えている。

※ 7/1から取得
事務１(保健政策部)
福祉２(板橋ナーシング・北療育)

8/1から取得 事務１(保健政策部)

現在の申請状況（6/26現在）
7/1より取得 医師 ２名（大塚、駒込）

看護師 １名（府中）
7/7より取得 栄養士 １名（駒込）
8/1より取得 看護師 １名（駒込）

看護師 １名（府中）

３ 申請は１ヶ月前までとなっているが、初年
度は制度内容の周知が不十分な場合や、計画
的な申請が難しい状況も考えられるため、柔
軟に対応すること。

５ 必要な人員について来年度要求に反映さ
せ、定数あるいは実員を確保すること。

今年度についても、取得した場合に業務運
営上支障が無いよう、賃金対応も含め人的措
置を講ずること。

賃金職員による対応など、各職場の実情に応
じて、支障のないよう検討していく。

非常勤職員、臨時職員での対応を検討してい
る。

６ 今後も問題が生じた時には、その都度、支
部・分会と協議すること。

各所属、局において適切に対応していく。 必要があれば協議する。
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Ｃ型
2,020

Ｄ型
1,520

普通死亡(病気)

普通死亡(事故)

普通障害1～2級。3級の2～4

不慮障害1～2級。3級の2～4

普通障害3級(2～4)を除く

不慮障害3級(2～4)を除く

普通障害14級

不慮障害14級

手術見舞金(手術1回あたり)

普通入院
病気の場合は連続5日以上/ケガ
は1日以上の場合1日目～180日

不慮入院 入院1日～180日

病気通院
安静加療連続10日以上必要/
実通院1～90日

ケガ通院
安静加療連続５日以上必要/
実通院1～90日

セットの型名/掛金額(月額)
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階段を踏み外し転倒して靭帯断裂、手術のため10日間入院して、その後10回通院。(35歳女性の例)

★いま人気の大手保険会社Ａ★
入院 5,000円/日

通院 3,000円/日(連続５日以上の入院が条件)

手術見舞金 なし

支払額 80,000円

掛 金 3,197円/月

60歳までの合計掛金：959,100円

★いま人気の大手保険会社Ｂ★
入院 10,000円/日

通院 なし

手術見舞金 100,000円/１回

支払額 200,000円

掛 金 2,116円/月

60歳までの合計掛金：865,140円

★いま人気の医療・生命共済Ｃ★
入院 5,000円/日(４日の免責日数あり)

通院 1,000円/日(14日以上が対象)

手術見舞金 なし

支払額 30,000円

掛 金 2,000円/月

60歳までの合計掛金：600,000円

☆共済会のセット共済☆（Ｃ型）
入院 12,000円/日 通院 3,000円/日

手術見舞金 60,000円/１回

診断書料補助 5,000円/１通

支払額 215,000円

掛 金 2,020円/月

60歳までの合計掛金：606,000円
※ 還元金を加味すればさらにお得です
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【
は
じ
め
に
】

医
師
の
長
時
間
労
働
は
、
医
師

不
足
と
重
複
し
て
全
国
的
に
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
国
立
保

健
科
学
院
政
策
科
学
部
の
調
査

（
図
１
参
照
）
に
よ
る
と
、
医
師

の
１
週
間
当
り
の
平
均
勤
務
時
間

は
６
３
・
３
時
間
（
１
ヶ
月
の
残

業
時
間
に
換
算
す
る
と
９
９
・
８

時
間
）
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の

事
は
、医
師
の
健
康
だ
け
で
な
く
、

医
療
事
故
発
生
に
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
府

中
病
院
（
以
下
当
院
と
略
す
）
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
医
師

の
欠
員
は
補
充
出
来
ず
、
病
床
稼

働
率
９
１
・
７
％
、
在
院
日
数
1

３
・
１
日
と
い
う
業
績
に
加
え
、

年
間
6
万
件
を
超
え
る
救
急
患
者

受
入
は
、
業
務
量
の
多
さ
を
否
定

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
当
院
に
お

け
る
医
師
の
勤
務
実
態
と
疲
労
度

・
ス
ト
レ
ス
度
合
な
ど
に
関
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
の

で
報
告
す
る
。

【
調
査
方
法
】

当
院
医
師
約
２
５
０
名
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
依
頼
し
た
。
調
査
期
間

は
２
０
０
８
年
３
月
～
４
月
で
あ

る
。
68
名
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

内
訳
は
常
勤

医
49
名
、
非

常
勤
医
18

名
、
研
修
医

１
名
で
あ
っ

た
。

【
結
果
と
考
察
】

１
ヶ
月
の
残
業
時
間
45
時
間
以
上
86
％

仮
眠
時
間
は
３
時
間
以
下
73
％

①

１
ヶ
月
の
残
業
時
間
に
つ
い

て
（
図
２
（
２
）
参
照
）

１
ヶ
月
の
「
残
業
時
間
が
45
時

間
以
上
の
医
師
が
86
％
で
あ
っ
た
。

厚
生
労
働
省
が
平
成
13
年
１
２
月

に
定
め
た
「
脳
血
管
疾
患
及
び
虚

血
性
心
疾
患
な
ど
の
労
災
認
定
基

準
」
に
よ
れ
ば
、「
発
症
前
１
ヶ

月
の
残
業
１
０
０
時
間
、
発
症

２
～
６
ヶ
月
の
１
か
月
当
り
残
業

80
時
間
、
発
症
前
６
ヶ
月
に
わ
た

り
１
ヶ
月
当
り
残
業
45
時
間
を
超

え
る
場
合
、
業
務
と
発
症
と
の
関

連
が
強
い
と
評
価
す
る
。」
と
し

て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た

医
師
の
84
％
が
労
務
災
害
の
認
定

基
準
を
超
え
て
業
務
に
専
念
し
て

い
る
が
、
当
院
の
医
師
全
体
で
見

て
も
少
な
く
と
も
過
半
数
が
該
当

す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
図
１
の
報
告
と
照
合
さ
せ
て

み
る
と
、
当
院
の
医
師
の
残
業
時

間
が
平
均
的
と
い
え
る
。
し
か
し
、

１
ヶ
月
の
残
業
が
１
０
０
時
間
を

超
え
る
医
師
が
23
％
存
在
す
る
と

い
う
事
は
、
お
そ
ら
く
６
ヶ
月
ど

こ
ろ
か
１
年
中
１
０
０
時
間
の
残

業
を
続
け
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
過
労
死
の
リ
ス
ク
が
極

め
て
高
い
環
境
を
放
置
し
て
い
る

状
態
で
あ
る
。
上
司
に
よ
る
労
務

管
理
の
不
行
き
届
き
で
あ
る
。「
一

人
の
医
師
も
残
業
１
０
０
時
間
を

超
え
さ
せ
な
い
」
改
善
策
は
急
務

で
あ
る
。

②

最
近
の
当
直
時
の
仮
眠
時
間

に
つ
い
て
（
図
２
（
３
）参
照
）

当
直
時
の
睡
眠
時
間
が
３
時
間

以
下
の
医
師
が
73
％
で
あ
る
。
厚

労
働
省
は
医
師
の
宿
直
業
務
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
な
基
準
を
定
め

て
い
る
。

「
病
室
の
定
期
巡
回
、
異
常
患

者
の
医
師
へ
の
報
告
、
少
数
の
要

注
意
患
者
の
定
時
検
脈
、
検
温
な

ど
特
殊
な
措
置
を
必
要
と
し
な
い

軽
度
の
、
又
は
短
時
間
の
業
務
に

限
る
こ
と
」（
応
急
患
者
の
診
療

又
は
入
院
、
患
者
の
死
亡
、
出
産

な
ど
が
あ
り
、
昼
間
と
同
態
様
の

労
働
に
従
事
す
る
こ
と
が
常
態
で

あ
る
よ
う
な
ら
許
可
し
な
い
。）

処
置
の
必
要
な
患
者
が
目
前
に

い
れ
ば
、
医
師
法
第
19
条
の
応
招

義
務
に
よ
り
診
療
を
行
な
う
。
医

師
が
聖
職
た
る
所
以
で
あ
る
。
非

常
事
態
な
ら
医
師
は
使
命
感
を
も

っ
て
業
務
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
常
態
化
し
て
い
る
現
状

は
、
厚
生
労
働
省
の
、
認
め
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
。
宿
直
時
一
睡
も

で
き
な
い
医
師
が
３
名
、
１
時
間

以
内
の
睡
眠
が
６
名
、
こ
の
13
％

の
医
師
は
24
時
間
以
上
の
連
続
勤

務
と
い
っ
て
も
否
定
で
き
な
い
。

睡
眠
不
足
や
断
眠
は
身
体
に
影
響

を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
医
療
ミ

ス
の
原
因
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
。
確
実
に
３
時
間
以
上
の
睡

眠
が
と
れ
る
か
、
24
時
間
連
続
勤

務
を
し
た
医
師
は
翌
日
の
手
術
と

入
院
・
外
来
患
者
の
診
察
を
し
な

い
な
ど
、
ど
ち
ら
か
の
選
択
を
す

べ
き
で
あ
る
。
日
本
産
婦
人
科
医

会
が
２
０
０
６
年
に
調
査
し
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
９
２
・
５
％
の

施
設
で
当
直
翌
日
の
勤
務
緩
和
を

し
て
い
る
（
図
３
参
照
）。
ま
た
、

江
原
氏
は
日
本
医
事
新
報
№
・
４

２
６
３
（
２
０
０
６
年
１
月
）
に
、

『
医
師
の
長
時
間
労
働
は
医
療
安

全
に
有
害
で
は
な
い
の
か
』
と
い

う
文
献
の
中
で
、「
連
続
勤
務
を

24
時
間
以
内
に
制
限
す
る
事
で
医

療
安
全
が
向
上
し
た
」
と
い
う
報

告
を
紹
介
し
て
い
る
。

疲
れ
が
と
れ
な
い
82
％

注
意
力
低
下
99
％

③

身
体
の
疲
れ
度
に
つ
い
て

（
図
２
（
４
）
参
照
）

休
日
明
け
で
も
疲
れ
が
取
れ
な

い
医
師
と
大
変
疲
れ
て
い
る
医
師

が
合
計
で
82
％
で
あ
る
。
慢
性
疲

労
症
候
群
が
心
配
さ
れ
る
。
こ
の

状
態
が
持
続
す
る
と
、
睡
眠
障
害

・
思
考
と
集
中
力
の
低
下
・
頭
痛

や
関
節
筋
肉
痛
・
潜
在
ウ
イ
ル
ス

の
再
活
性
化
と
過
剰
免
疫
反
応
な

ど
最
終
的
に
は
脳
の
働
き
に
異
常

を
き
た
す
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

労
務
管
理
と
い
う
視
点
で
、
こ
の

よ
う
な
慢
性
疲
労
症
候
群
に
移
行

し
そ
う
な
人
に
対
し
て
適
切
な
対

応
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

か
。
特
に
、
非
常
に
疲
れ
て
い
る

と
回
答
し
た
24
人
の
医
師
は
直
ち

に
休
養
を
と
る
よ
う
業
務
命
令
を

出
す
べ
き
で
あ
る
。

④

８
時
間
以
上
の
長
時
間
勤
務

時
の
注
意
力
の
低
下
に
つ
い
て

（
図
２
（
５
）
参
照
）

99
％
の
医
師
が
注
意
力
の
低
下

を
経
験
し
て
い
る
。
驚
異
な
の

は
、
63
％
の
医
師
が「
よ
く
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
る
。
雑
誌
「

Nａ
ture,vol.388,July1997」

に
、

覚
醒
継
続
時
間
に
よ
る
認
知
力
の

変
化
と
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
に

よ
る
認
知
力
の
変
化
を
比
較
し
た

文
献
が
あ
る
（
図
４
参
照
）。
報

告
に
よ
れ
ば
、
覚
醒
継
続
時
間
が

24
時
間
を
経
過
す
る
と
、
認
知
力

が
飲
酒
に
よ
る
「
酩
酊
状
態
」、

す
な
わ
ち
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

が
自
動
車
の
免
許
停
止
に
な
る
と

同
程
度
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

自
動
車
の
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
認
知
力
で
、
手
術
や
診
察
は
可

能
な
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
徹
夜

で
手
術
を
し
、
翌
日
に
関
連
病
院

に
行
く
途
中
交
通
事
故
死
し
た
国

立
病
院
大
学
院
医
師
の
事
例
が
あ

る
。
注
意
力
低
下
が
よ
く
あ
る
と

回
答
し
て
い
る
医
師
が
63
％
も
い

る
病
院
で
、
安
全
安
心
の
医
療
は

確
立
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

年
休
は
せ
め
て
10
日
と
り
た
い
90
％

ス
ト
レ
ス
で
抑
う
つ
的
に
な
る
56
％

⑤

ど
う
し
て
も
取
り
た
い
年

休
に
つ
い
て
（
図
２
（
６
）

参
照
）

こ
の
質
問
は
、
医
師
が
年
休
を

取
得
す
る
と
診
療
業
務
に
影
響
す

る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
せ
め
て

こ
れ
だ
け
は
年
休
を
取
り
た
い
と

い
う
ギ
リ
ギ
リ
の
選
択
と
し
て
回

答
し
て
い
た
だ
い
た
。
結
果
は
90

％
の
医
師
が
せ
め
て
10
日
以
上
欲

し
い
と
回
答
し
て
い
る
。
沖
縄
県

立
中
部
病
院
で
発
生
し
た
研
修
医

の
過
労
死
を
無
駄
に
し
な
い
た
め

に
と
、
医
師
が
ま
と
ま
っ
て
経
営

者
に
「
毎
月
１
日
年
休
を
取
得
さ

せ
て
欲
し
い
。」
と
要
望
し
た
。

疲
労
回
復
に
は
休
養
が
最
も
効
果

的
で
あ
る
。
実
現
で
き
る
方
法
は

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

⑥

精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

（
図
２
（
７
）
参
照
）

ス
ト
レ
ス
の
強
さ
と
反
応
の
現

れ
方
（
図
５
参
照
）
に
よ
る
と
、

最
初
に
元
気
が
出
な
い
と
い
う
反

応
が
先
行
し
、
か
な
り
ス
ト
レ
ス

が
強
い
状
態
で
抑
鬱
的
反
応
が
現

れ
る
。
抑
鬱
的
に
な
る
事
が
あ
る

と
回
答
し
た
54
％
の
医
師
は
ス
ト

レ
ス
に
対
す
る
ケ
ア
が
必
要
で
あ

る
。
産
業
医
が
こ
の
よ
う
な
医
師

の
存
在
を
把
握
出
来
る
な
ら
、
直

ち
に
面
接
を
し
て
業
務
環
境
改
善

の
手
立
て
を
講
じ
な
く
て
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
医
師
に
対
す
る

労
務
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
塚
田

氏
は
、
最
近
の
医
療
環
境
の
変
化

が
医
師
の
ス
ト
レ
ス
を
強
く
し
て

い
る
と
次
の
事
を
挙
げ
て
い
る
。

１
）
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
と
患
者
へ
の
説
明
に
時
間
と
神

経
を
使
う
。
２
）
医
療
が
専
門
化

・
高
度
化
し
、
特
に
内
視
鏡
手
術

は
時
間
が
か
か
り
、
技
術
的
に
熟

練
が
要
求
さ
れ
る
。
３
）
患
者
の

治
療
効
果
の
要
求
度
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
４
）
医
療
事
故
の
対
応

の
ス
ト
レ
ス
が
強
く
な
っ
て
い

る
。
５
）
医
療
事
務
が
煩
雑
化
し

て
い
る
。
６
）
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因

は
、
同
じ
業
務
量
を
処
理
し
て
い

て
も
、
ス
ト
レ
ス
を
強
く
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
事
を
管
理
監
督
者
は

認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

以
下
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

岩手・宮城内陸地震被災者
救援カンパのお願い

６月１４日に発生した岩手・宮城内陸地震はＭ

７.２という岩手県内では過去に例のない大地震

となりました。

死者１２名、行方不明者１０名、重軽傷者４００

名を超え、今も高齢者を中心に避難生活を余儀な

くされ、帰宅のめどは立っていません。被災地の

岩手自治労連では、自治労連本部を通じて全国の

仲間に募金活動を呼びかけています。

皆さんのご協力をお願いします。

集約日：８月29日(金)支部書記局まで


